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苗の根部の損傷が大き くなるに従って、蒸散/吸 水量比が著増することが認め られた。
これは移植後の吸水量の低下が蒸散量の低下に くらべて著 しく大きいためである(第1表)。
その結果、移植後の葉身の含水率は苗の断根程度に応 じて低下 し(第1図)、 さらに断根
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が著 しい場合には萎凋'枯 死 した。一方・苗体内の植物ホルモン面 では移植直後に生長偲
進物質 と阻害物質のバランスが、阻害物質の方に傾 くことが認められた(第2図)。 移植
直後の地上部の生長速度、すなわち葉身および分げつ芽の伸長速度が低下するぐいわゆる





同一条件下で育成 した苗について移植区(断 根率は乾物重で ユ8%)と 非移植区を設け
て、移植操作による植傷みとそれか らの回復過程について検討した。その結果、苗の断根
による一時的な生育の停滞(第3図)は 、苗体内の炭水化物含有率および含有量の増加と







苗に3㎝ 以上根が残存 していれば、植傷み程度の差は小さ く、苗体内の炭水化物の増加
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量の差も小さかった(第5図)。 その結果、活着並びに初期生育への断根程度の影響も小
さかった。これに対 して、苗の残存根長が3㎝ 以下となると断根程度に応 じて葉身の萎凋
が急激に著 しくなり、苗体内の炭水化物の増加量 は残存根長の減少 とともに低下 し(第5
図)、 活着並びに初期生育も劣る傾向がみ られた。 しかし、全根勢除苗では地上部各器官
の澱粉および葉身の蛋白質の分解が急速に進み、茎部の全糖および非蛋 白態窒素含有量が




活着後に新たに抽出す る3～4葉 身の長さが短 くなって出葉速度が促進され、それに伴っ
て分げつの発生速度が速 くな り、初期生育の回復は速 くなった。
3.苗 の葉身あるいは地上部勢除程度の影響
葉身(乾 物重でO～100%勢 除の5段 階)あ るいは葉鞘を含む地上部(同Q～78%






有率(量)は 低下 した。さらに、貯蔵(あ るいは同化)養 分は新葉の生育に優先的に振 り
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向けられた結果、苗の発根が劣 り、活着並びに初期生育は劣った。
以上の1・ ～3・ の結果よ り、水稲苗は移植に伴 う損傷部位に、損傷程度に応 じて移植直















皿.苗 体の損傷に伴 う活着 日数の差異が移植後の生育 と収量関連形質に及ぼす影響
1.活 着 日数の判定基準の検討
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苗の勢除部位および程度を異にする12種 の苗を用いて、活着 日数を簡便に判定す る方
法について検討した。その結果、移植後の初発分げっ迄日数と移植後の発根および初期生
育との間に非常に高い有意姦負の相関関係がみ られたことか ら、初発分げっ迄 日数は活着








回復した。活着 日数と最高分げつ数および穂数との間には有意な負の、また!穂 重 との間
には有意な正の相関関係がみ られた(第4表)。 その結果、株当り穂重に対す る苗の勢除
部位および程度の影響は小さくなった(第4表)。
以上のことか ら、歯体の損傷に伴 う活着 日数の延長は総乾物生産量や穂数等の収量構成
要素の減少 をもた らすが、種々の補償作用によって最終的に収量への影響は小 さくなるこ
とが示された。 しかし、早植や晩植および晩期栽培、さらには素質の劣 る苗では活着日数
の遅延に伴 う穂数の減少割合に対応 した1穂 重の増加がみられず、株当り穂重は活着日数





測定開始後0・2時間 測定 開 始後2.5-4.5時 聞 測定開始後5-7時 間
吸水量*(CC)蒸 敏孟家(皿9)蒸骸/吸 水 吸水量(CC)蒸 散重(廻9>蒸散ノ吸水 吸水量(CC)蒸 散量(ロ9)蒸 散/吸 水



















家吸水重と蒸散重 は個体当 り、1時 聞当 りの値。



















注)●:非 移植区、O:無 勢線 区



































































































































































































































































































































































主 茎 藁 齢
雄6図 移植綾 の主茎藁齢 と新橿数(A)お よび簸艮新根 艮(B)と の関係
注1)●:非 移 植区、o=移 櫃区、 ム:勢 葉移植 区、△2勢 根移植 区






無処理 o.o o.o o.o o.o 40.5 42.5 82.8 17.2
下位 薬 黄 除1-D
半 葉 舅 除 ト2,
上 位 葉 舅 除1-3,


































































(全 葉 十全 根)勢 除,100.050。6100。058.2 58.2 9.1 67.3 32.7
注1-1)主 茎の第2,3,4葉 身 をカラーの位置で勢除。
1-2)全 案身の先端 よ り約半分 を舅除。
1-3)主 茎の第5,6葉 身 をカラーの位置で勢除.
1-4)全 葉身 をカラーの部労 で舅除(但 し、抽出中の葉身は1葉 位下位 の葉 のカラーの
位置で舅除)。
2)地 上部 を基部 よ りそれぞれ15,9,3c四の位置で舅除.
3)全 根 を基部 よ りそれぞれ5,1,0c目で舅除。
4)乾 物重 による聾除割合
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{苗の断根H吸 雌 の低下H地 上部の含水量の低下


















1う胎 成膿 の低下小脛 吸搬 の低下iiう胎 成膿 の低秋1





















































































































































































第g図 移緬後初発分げっ迄 日数 と移植後3日 目(A)、7日 目(B)の 新根発坐数
お よび移植後 ユ7日 目分げつ数(C)、 乾物重(D)と の関係(1982年)
注)●:無 処理区、O=溺 葉区、△:地 上部勢隙区、X:舅 根区、
⑳:(全 葉+全 根)舅 除区(第 乏 表参照)
勅取は0,螂 水 準 で有 意 で あ る こと を示す 。









































注)普 通期 栽培(品 種:黄 金 錦)
零,零 ,聯*は それ ぞれ5瓢,1瓢0。 甥水 塾 で有 意 で あ る こと を示 す 。
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審 査 結 果 の 要 旨
水稲苗が移植 される時の器官の植え傷みは,活 着やその後の生育に影響する。 しか し従来植え
傷みについての直接的研究はほとんどなされていなかった。そ こで植え傷みがどの様な状態で生
ずるかを調べ,種 々の程度の植え傷みを人工的に損傷を与えることによって作出 し,苗 が活着に
至る問における生理的 ・形態的反応を くわしく調べた。
根の植え傷み(切 断)は,吸 水量の低下により苗体含水量を減 じ,ホ ルモン的には生育阻害系物
質を増 し,そ してそのために炭水化物含量が増え,や がて新根,新 葉,新 分げつ発生が促進 さ
れ,し だいに乾物重増加速度も増すという,回 復,活 着の機構が明らかにされた。
根の損傷(切 断)は,基 部から3cm残 っておれぽ植え傷みの悪影響は少ないこと,ま た損傷が
よりひどい場合も,茎 部の糖 ・窒素含量を増す ことによって,や がて新根発生を促し,ま た新葉
が小さくなることを通して,出 葉速度を増 し,初 期生育を回復 してゆ く機構についても明らかに
された。
地上部の損傷は,50%迄 の勢葉は,後 の出葉速度に影響が少なかった。地上 ・地下部共に損傷
が大きいと,炭 水化物が新葉形成に主に用いられ,発 根が劣 り,活 着 ・初期生育が劣 った。 また
植え傷み苗に蒸散抑制処理を種々試みたが,炭 本化物含量が増す場合に限 り,発 根 ・活着を良 く
することができた。
これらの結果から,移 植直後の地上部生長が一時的に抑制される植え傷みは,そ れにより茎部
の炭水化物含量を増 して,新 根発生を促 し,活 着を促進させる意義を有していることが判明した。
移植後初発分げつ迄の日数が,発 根 と高い相関があることを見たので,こ れを活着 日数の指標
とし,種 々の植え傷み程度の苗を用いて温暖条件化で,活 着 日数と本田での生育 ・収量形質 との
関係を調べた。活着 日数は総乾物重 ・穂数 とは負の相関であったが,一 穂重との間には正の相関
が得 られた。この結果,植 え傷みの部位や程度は,株 当た り穂重つまり収量への影響は,大 きい
ものとはならないことが推定された。
これらの研究結果は,植 え傷みの実相を,部 位別 ・成分別に,具 体的に数値として初めて解析
し,そ れをもとに植え傷みが移植から活着,さ らにその後の生育 ・収量に至るまでに及ぼす意義
を明らかにした点について,作 物学に優れた業績であると評価できる。
よってこの論文を農学博土の学位授与に値するものであると判定 した。
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